
名 船  発 掘 〈汽船〉===

(主要目)練 習船 航 海副練所所属 11634総 トン 主 機

蒸気タービン1基、出力1、400馬力 最 高速力138ノ ッ

ト 実 習生定員80名 1952年藤永国造船所達造北斗丸(初代)

日本で初めて舶用
ガスタービンを装備
(上)北 斗丸にテスト装備されたガスタービン (写真提供 三 菱重工長崎造
船所){下 )東 京港の北斗丸

ガ

ス
タ

ー
ビ

ン

・
ク

ル
ー
ズ
船

三
菱
王
工
長
‐――奇
造
船
所
で
被
災
し
た
超
大
型
ク
ル

ー
ズ
船

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
　
プ
リ
ン
セ
ス
」
は
、
幸

い
に
し
て
工
事
が
続
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

同
造
恥
所
は
、
並
行
し
て
楚
進
中
の
二
呑
船
の
工

事
を
早
め
、
こ
ち
ら
を

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
　
プ
リ
ン

セ
ス
」
と
命
名
し
て
、
来
年
二
月
に
完
成
さ
せ
る
と

の
こ
と
だ
。
　

方
、
校
災
し
た

一
番
い
は
、
先
べ
き

に
仕
上
げ
ら
れ
、
「
サ
フ
ア
イ
ア
　
プ
リ
ン
セ
ス
十．

と
し
て
来
年
■
月
に
政
工
す
る
。
と
も
に
、
来
年
夏

の
ア
ラ
ス
カ
　
ク
ル
ー
ズ
に
十
分
門
に
合
う
．

プ
リ
ン
セ
ス
　
ク
ル
ー
ズ
が
連
航
す
る
両
船
は
、

大
き
さ
が
卜

一
万
…
■
総
ト
ン
．
も
ち
ろ
ん
、
日
本

で
誕
生
す
る
史
上
最
大
の
客
船
で
あ
る
。

こ
の
超
大
型
ク
ラ
ス
は
、
推
進
シ
ス
テ
ム
に
も
大

き
な
特
長
が
あ
る
．
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル

に
よ
る
電
気
祉
進
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
こ
と

だ
。
出
力
は
約
六
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
．
と
い
っ
て
も
ビ

ン
と
こ
な
い
が
、　
一
万
所
持
以
卜
の
家
庭
に
電
力
を

供
給
で
き
る
パ
ワ
ー
だ
そ
う
だ
。

ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
複
合
タ
イ
プ

は
、
新
世
代
ク
ル
ー
ズ
＝
に
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
．

話
題
の

「
Ｑ
Ｍ
２
」
も
、
こ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。

採
用
の
動
機
は
地
球
環
境
対
策

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
は
小
型
軽
量
、
大
出
力
、
峨
発
性



と

い
っ
た
利
点
が
あ
り
、
高
速
を
要
す
る
艦
艇
や

ハ

イ
ス
ピ
ー
ド
フ
ェ
リ
ー
な
ど
に
装
備
さ
れ
て
き
た
。

と

こ
ろ
が
こ
こ
に
き

て
、
に
わ
か
に
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
　
ク
ル
ー
ズ
船
が
ふ
え
て
い
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。

理
由
は
い
く

つ
か
あ
る
が
、
最
大
の
動
機
は
地
球

環
境
対
策
で
あ
る
。
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
は
窒
素
酸
化
物

や
亜
硫
陵
ガ
ス
の
排
出
が
少
な

い
。
通
常
は
低
燃
費

の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
主
体
に
発
電
し
、
ア
ラ
ス
カ
な
ど

大
気
汚
果
に
鈍
敏
な
れ
域
で
は
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電

だ
け
で
走
る
、
こ
う

い
う
構
想
で
あ
る
。

ア
ラ
ス
カ
　
ク
ル
ー
ズ
の
パ
イ
オ
エ
ア
で
あ
る
プ

リ
ン
セ
ス
や
Ｈ
Ａ
Ｌ
を
は
じ
め
と
し
て
、
ク
ル
ー
ズ

大
手
は
毎
年
夏
に
な
る
と
、
何
隻
も
の
ク
ル
ー
ズ
船

を
こ
の
海
域
に
投
入
し
て
い
る
。
環
境
問
題
を
避
け

て
通
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

最
高
速
力
が
三
十
ノ
ッ
ト
と

い
う

「
Ｑ
Ｍ
２
」
の

場
合
は
、
運
航
■
の
必
要
性
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
高

速
航
定
の
と
き
に
は
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
と
デ
イ
ー
ゼ

ル
を

フ
ル
稼
働
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
．

世
界

に
さ
き
が
け
て
研
究
開
発

日
本
で
は
、
海
上
自
衛
艦
な
ど
に
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
護
衛
艦
ク
ラ
ス
で
は
、　
一
九

人

一
年
竣
工
の

「
い
し
か
り
」
が
最
初
で
あ
る
。

ご
水
知
の
よ
う
に
、
現
代
の
抑
用
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

は
、
大
型
航
空
機
用
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
を
も
と
に

開
発
さ
れ
た
。
メ
ー
カ
ー
も
、
英
ロ
ー
ル
ス
　
ロ
イ

ス
と
米
Ｇ
Ｅ
の
二
系
列
が
主
流
に
な

っ
て
い
る
。
と

く
に
Ｇ
Ｅ
一糸
の

「
Ｌ
Ｍ
２
５
０
０
」
は
、
ク
ル
ー
ズ

船
に
も
搭
載
さ
れ
て
い
る
人
気
機
種
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
今
か
ら
半
世
紀
も
前
の
一
九
五
四
年

に
、
国
産
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
搭
載
し
た
日
本
船
が

あ
る
。
「北
斗
九
」
（初
代
）
で
あ
る
。

日
本
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
開
発
は
、
戦
時
中
に
魚
宙

艇
用
と
し
て
三
菱
重
工
と
石
川
島
芝
浦
タ
ー
ビ
ン
で

進
め
ら
れ
た
が
、
敗
戦
で
中
断
。　
一
九
五
〇
年
代
に

再
び
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
熱
が
高
ま
り
、
三
菱
重
工

（当

時
は
三
菱
造
船
）
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ

（石
川
島
重
工
）
、
三
井

造
船
の
三
社
が
、
海
外
メ
ー
カ
ー
と
技
術
提
携
し
て

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
製
作
し
た
。

「北
斗
九
」
は
、　
一
九
五
二
年
に
藤
永
田
造
船
所

で
建
造
さ
れ
た
航
海
練
習
船
で
あ
る
。
田
有
の
生
機

は
千
四
百
馬
力
の
基
小気
タ
ー
ビ
ン
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
三
菱
長
崎
造
船
所
が
製
作
し
た
五
百
馬
力
の
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
を
併
設
し
た
の
で
あ
る
。
取
り
付
け
工
事

は
、　
一
九
五
四
年
夏
か
ら
長
崎
造
船
所
で
行
い
、
同

年
秋
に
束
京
港
竹
芝
で
披
解
さ
れ
た
。

オ
イ
ル
タ
ン
カ
ー
の

「
オ
ー
リ
ス
」
が
、
商
船
と

し
て
世
界
で
初
め
て
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
装
備
し
た
の

は

一
九
五
二
年

（デ
ィ
ー
ゼ
ル
併
置
）
。
そ
れ
か
ら

わ
ず
か
二
年
後
の
快
挙
で
あ
る
。
「北
斗
九
」
と
い

い
、
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
　
プ
リ
ン
セ
ス
」
と
い
い
、

長
―――奇
造
船
所
は
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
に
縁
が
あ
る
。

「北
斗
九
」
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
は
、
二
さ
十
六
ト

ン
。　
一
九
二
九
年
の
夏
に
長
崎
造
船
所
で
取
り
は
ず

さ
れ
る
ま
で
約
五
年
間
、　
一
千
時
間
の
航
海
運
転
を

行

い
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

賞
重
な
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
記
念
す
べ
き
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
は
現
在
、
長
崎

造
船
所
の
史
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ソ
連

か
ら

の
引

揚
げ

に
従
事

「
北
十
九
」
は
、
戦
後
初

の
本
格
的
な
新
造
練
習

船
で
あ
る
。
就
航
披
露
は

一
九
五
三
年
二
月
、
後
年

の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
設
置
の
と
き
と
同
様
、
東
京
港
竹

之
で
行
わ
れ
た
。　
一
般
公
開
で
あ
り
、
当
時
高
校
生

だ

っ
た
筆
者
も
見
学
し
た
。
右
頁
の
外
形
写
真
は
、

そ
の
―――
後
に
水
京
港
で
批
形
し
た
も
の
で
あ
る
。

最
初
の
実
習
は
、
前
船
大
生
が
対
象
の
国
内
航
海

だ

っ
た
。
同
船
は
近
場
の
航
海
が
主
で
、
遠
洋
航
海

は
少
な
か

っ
た
。　
一
九
六
０
年
代
に
一象
州
の
ダ
ー
ウ

イ
ン
ま
で
航
海
し
た
の
が
最
長
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
代
に
は
、
―――
ソ
逆
か
ら
の
引
揚
船
と

し
て
井
侮
か
ら
ナ
ホ
ト
カ
ま
で
航
推
し
、
五
五
年
に

二
十
六
人
、
翌
年
に
六
十
二
人
の
邦
人
を
母
国
に
運

ん
だ
。
赤
十
年
社
協
定
に
よ
り
実
現
し
た
こ
の
引
揚

げ
に
は
、
練
宵
船

の

「大
成
九
」

↑
一代
）
と

「進

徳
九
」

（初
代
）
も
就
航
し
た
。

引
逃
し
た
の
は

一
九
七
六
年
。
実
働
年
放
は
四
半

世
紀
に
近
い
。
引
退
と
同
時
に
二
代
日

「
北
十
九
」

が
就
航
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
迪
生
　
切

＝
＝
＝
隆


